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＊
保
育
所
再
編
計
画

保
育
所
の
現
状
は
、
13

施
設
（
分
所
一
カ
所
を
含

む
）
で
、
甲
山
・
大
田
保

育
所
を
除
い
て
41
人
以
下

の
小
規
模
保
育
所
で
あ

る
。
職
員
配
置
は
、
所
長

を
含
め
保
育
士
41
人
、
正

規
職
員
の
調
理
師
７
人
、

嘱
託
を
含
め
常
勤
臨
時
24

人
、
合
計
72
人
体
制
で
あ

る
。

保
育
所
の
課
題

①
未
満
児
保
育
の
要
望
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い

る
。

②
保
育
所
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
負
担
制

度
が
廃
止
さ
れ
財
政
的
に

も
13
保
育
所
の
体
制
を
ど

う
す
る
か
。

③
小
学
校
も
な
い
地
域
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
心
施
設
、今
秋
ま
で
に
、

保
育
所
再
編
整
備
の
意
向

調
査
を
行
う
。

Ｈ
18
年
９
月
議
会
を
め
ど

に
再
編
整
備
案
を
ま
と
め

た
い
。

＊
ご
み
処
理
の
コ
ス
ト
削

減
はご

み
収
集
業
務
委
託
契

約
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
16
年

対
比
一
割
削
減
で
委
託
契

約
し
て
い
る
。
他
の
町
に

比
べ
て
高
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
処
理
計
画

に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、

古
紙
の
処
分
に
つ
い
て
は

業
者
に
処
理
料
を
支
払
っ

て
い
た
が
今
年
度
よ
り
業

者
に
１
㎏
あ
た
り
３
円
で

買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
る
。
一
般
廃
棄

物
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
策
定
事
務

を
す
す
め
て
い
る
。

■
ご
み
処
理
の
コ
ス
ト
削
減
は

■
保
育
所
再
編
計
画
は

“報告”�“報告”�

ゴミ収集車の収集風景

津久志保育所
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＊
日
本
農
園
（
現
地
調

査
）Ｈ

15
年
よ
り
敷
地
造

成
、Ｈ
16
年
度
建
家
完
成
、

Ｈ
17
年
５
月
よ
り
初
出
荷

サ
ラ
ダ
菜
栽
培
の
一
大
基

地
が
誕
生
し
た
。（
市
場

シ
ェ
ア
４
分
の
１
）
敷
地

面
積
１
・
５
ha
の
中
に
カ

ナ
ダ
か
ら
の
技
術
導
入
に

よ
り
、
温
度
・
溶
液
（
肥

料
）
管
理
し
無
農
薬
栽
培

し
て
い
る
。
浮
か
べ
ら
れ

た
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
中

で
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
い

る
。栽
培
周
期
は
40
日
で
、

年
間
５
百
万
個
の
出
荷
を

計
画
し
て
い
る
。
販
売
目

標
２
億
２
千
５
百
万
円
、

総
事
業
費
８
億
８
千
万

円
、
雇
用
は
35
人
程
度
。

＊
世
羅
菜
園

待
ち
望
ま
れ
た
、
２
期

工
事
が
完
成
す
る
。
総
面

積
８
・
22
ha
で
日
本
最
大

の
ト
マ
ト
農
園
が
誕
生
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
技

術
の
導
入
で
、
働
く
人
の

無
理
・
無
駄
を
極
力
削
減

し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

環
境
に
も
配
慮
さ
れ
て
い

る
。
雇
用
は
ピ
ー
ク
時
で

２
０
０
人
程
度
。

こ
の
２
ヶ
所
の
農
園
と

も
、
安
心
・
安
全
な
食
物

供
給
す
る
こ
と
目
指
し
て

い
る
。

＊
世
羅
ゆ
り
園

７
・
７
ha
の
広
大
な
農

地
に
、
ユ
リ
を
主
体
と
し

長
期
間
楽
し
め
る
観
光
農

園
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｈ

19
年
に
は
来
園
者
９
万
人

を
目
標
に
し
て
い
る
。
雇

用
は
目
標
年
度
で
25
人
程

度
。他

に
、
西
伊
尾
地
区
の

圃
場
整
備
・
町
道
正
連
寺

線
・
町
道
石
山
線
の
現
地

調
査
を
行
う
。

＊
北
部
分
署
世
羅
西
出
張

所
消
防
業
務
の
経
緯
は

北
部
分
署
か
ら
遠
隔
の

地
に
あ
り
、
救
急
車
の
到

着
に
時
間
を
要
す
る
た
め

出
張
所
設
置
の
要
望
は
し

て
い
る
が
、
消
防
車
の
設

置
は
要
望
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ポ
ン
プ
車
、

指
揮
車
等
導
入
の
方
向
に

変
更
し
て
い
る
。
当
初
の

要
望
か
ら
変
更
に
至
っ
た

経
緯
・
手
続
き
・
期
日
な

ど
明
確
で
な
く
、
又
運
営

主
体
三
原
消
防
が
前
面
に

出
て
、
世
羅
町
と
し
て
主

体
性
が
薄
く
感
じ
ら
れ
引

き
続
き
調
査
す
る
。

子
供
の
安
全
対
策
を
最
優
先

＊
学
校
の
安
全
・
防
犯
・

防
災
は

各
地
の
学
校
で
不
審
者

侵
入
事
件
が
発
生
し
町
内

の
安
全
対
策
を
大
田
小
学

校
に
お
い
て
現
地
調
査
を

行
う
。

地
震
・
事
故
発
生
時
の

対
応
、
防
災
・
防
火
訓
練

計
画
、
救
急
及
び
緊
急
連

絡
体
制
、
不
審
者
対
応
避

難
訓
練
な
ど
き
め
細
か
な

計
画
や
、
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ

と
が
出
来
た
。
教
育
委
員

会
、
町
内
の
学
校
、
教
育

施
設
に
お
い
て
安
全
対
策

を
最
優
先
し
事
件
・
事
故

の
な
い
よ
う
最
善
の
努
力

を
求
め
た
。

＊
財
政
推
計
は

財
政
推
計
総
括
表
の
資

料
が
提
出
さ
れ
、
説
明
を

受
け
る
。
歳
入
・
歳
出
の

数
値
の
根
拠
と
な
る
資
料

の
提
出
と
説
明
を
受
け
一

定
の
理
解
は
す
す
ん
だ

が
、
今
後
の
財
政
事
情
が

好
転
す
る
こ
と
は
望
ま
れ

ず
、
最
新
の
統
計
資
料
等

に
も
と
づ
き
、
よ
り
的
確

な
推
計
を
行
い
、
町
財
政

の
安
定
・
確
実
さ
を
求
め

る
。

＊
税
収
の
今
後

所
得
税
に
つ
い
て
は
、

給
与
・
年
金
・
農
業
・
営

業
な
ど
の
項
目
に
分
け
て

旧
町
別
・
各
地
区
別
の
集

計
表
。
町
民
税
で
は
、
個

人
・
法
人
別
の
Ｈ
17
年
度

税
見
込
み
の
説
明
を
受
け

る
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
今

ま
で
受
け
て
い
た
種
々
の

控
除
が
廃
止
・
縮
小
と
な

り
町
民
の
税
負
担
は
増
大

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

世
羅
台
地
に
ハ
イ
テ
ク
農
業
稼
働

温室の中ですくすくと成長するサラダ菜

大田小学校の英会話授業



■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
第
19
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

全
国
農
業
会
議
所
　
会
長
　
大
田
豊
秋

◎
臭
気
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
書

下
仮
屋
地
区
公
害
対
策
委
員
会
　
委
員
長
　
坂
上

明
登

◎
町
道
正
連
寺
線
舗
装
工
事
に
つ
い
て
の
要
望
書

世
羅
町
大
字
津
口
　
代
表
者
　
加
藤
昇

◎
町
道
成
石
山
線
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
書

世
羅
町
大
字
中
原
　
代
表
者
　
實
久
学

◎
通
学
路
（
榎
橋
交
差
点
）
に
横
断
歩
道
設
置
の
お
願
い

世
羅
町
東
神
崎
　
代
表
者
　
橋
本
拡
史

◎
野
球
専
用
球
場
（
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
）
の
建
設
に
つ
い
て
要
望
書

広
島
県
軟
式
野
球
連
名

世
羅
支
部
　
松
浦
孝
夫
　
他

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

◎
保
育
所
運
営
に
関
す
る
要
望
書

世
羅
町
内
保
育
所
保
護
者
会
　
代
表
者
　
山
根
昌
子

◎
甲
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
に
関
す
る
要
望
書

世
羅
町
宇
津
戸
　
代
表
者
　
有
地
忠
江

■
断
続
審
査
物
件
の
調
査

今
議
会
も
断
続
審
査
と
な
る

◎
「
憲
法
改
悪
反
対
」
意
見
書
採
択
を
も
と
め
る
要
請
書
に
つ
い
て

憲
法
と
平
和
を
守
る
広
島
共
同
セ
ン
タ
ー
　
代
表
　
藤
本
幸
作

17

●
進
捗
状
況

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南
に
つ
い

て
は
、発
注
の
宇
津
戸
第
２

ト
ン
ネ
ル(

７
月
下
旬
発
注

予
定)

を
除
い
て
地
元
対
策

協
議
会
の
了
解
を
得
て

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い

る
。
甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
は
東

上
原
・
川
尻
・
赤
屋
地
区
で
は

用
地
測
量
中
、
砂
田
・
播
反

地
区
は
物
件
調
整
中
、買
収

用
地
の
単
価
は
Ｈ
18
年
度

に
な
っ
て
す
べ
て
の
対
策

協
議
会
同
時
発
表
の
予
定
。

●
第
２
イ
ン
タ
ー
は

こ
の
高
速
道
路
は
国
土

交
通
省
の
直
轄
事
業
と
な

り
、
通
行
料
金
が
無
料
化
に

な
っ
た
事
で
第
２
イ
ン
タ

ー
を
設
置
す
べ
き
か
ど
う

か
の
問
題
が
で
て
き
ま
し

た
。
県
も
設
置
す
る
事
に
は

今
の
と
こ
ろ
異
論
は
あ
り

ま
せ
ん
が
財
政
負
担
の
問

待
た
れ
る
I
・
C
周
辺
整
備
計
画

レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
着
工

来
年
一
月
末
完
成お

む
ね
完
成
し
、
レ
ス
ト

ラ
ン
施
設
・
直
売
所
の
来

年
１
月
末
の
完
成
を
目
指

し
着
工
し
た
。

●
今
後
の
取
り
組
み

・
条
例
に
基
づ
き
、
セ
ラ

ア
グ
リ
パ
ー
ク
を
指
定

・
県
民
公
園
の
指
定
管
理

者
に
農
業
公
園
の
管
理
者

と
す
る
よ
う
要
請

・
町
内
で
の
標
識
、
帰
路

標
識
等
充
実
、
わ
か
り
や

す
い
看
板
等
、
町
・
県
の

役
割
分
担
で
書
き
直
し
ま

た
は
設
置
等
で
対
応

・
県
民
公
園
及
び
農
業
公

園
の
愛
称
募
集
（
愛
称
募

集
期
間
７
／
１
〜
８
／

10
）。
農
業
公
園
、
県
民
公

園
を
核
と
し
活
用
し
、
地

域
全
体
の
有
効
活
用
策
を

図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
調
査
を
行
う
（
調
査
期

間
Ｈ
17
・
７
〜
Ｈ
18
・
２
）

陳情と請願�陳情と請願�

題
で
、
町
に
委
ね
様
と
す
る

考
え
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
観
光
産
業
で
世
羅
郡
内

に
１
２
０
万
人
の
集
客
を

考
え
た
時
、
１
つ
の
イ
ン
タ

ー
だ
け
で
よ
い
の
か
ど
う

か
、経
済
効
果
、交
通
対
策
、

防
犯
面
な
ど
、
様
々
な
角
度

か
ら
調
査
し
、
将
来
的
展
望

に
む
け
て
の
方
針
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。
依
っ
て

I
・
Ｃ
周
辺
整
備
計
画
を

早
急
に
立
案
し
、
方
向
付

け
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

●
進
捗
状
況

進
入
路
に
つ
い
て
は
、

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
か
ら
町

道
大
迫
東
山
線
か
ら
公
園

入
り
口
ま
で
８
９
０
ｍ
中

工
事
進
捗
率
は
44
・

７
％
、
県
民
公
園
は
全
体

工
事
63
ha
中
１
期
工
事
分

22
ha
中
66
％
で
あ
る
。尚
、

駐
車
場
は
当
初
の
計
画
５

０
０
台
か
ら
１
９
３
台
に

縮
小
さ
れ
た
。
農
業
公
園

は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
施
設
や

付
帯
施
設
、
本
体
は
、
おほぼ完成したワイナリー施設

人

事

■
選
任
同
意

町
長
か
ら
選
任
同
意

が
求
め
ら
れ
同
意
い
た

し
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員

松
尾
　
誠
（
京
丸
）

■
議
会
推
薦
農
業
委
員

議
会
は
農
業
委
員
に

三
氏
を
推
薦
す
る
。

隠
地
美
幸
（
青
近
）

松
村
明
美
（
黒
渕
）

安
井
礼
子
（
黒
川
）




